





















教員 (以下、教員) 4 名であった。教員の視能訓練士歴は





であった。当該の実習科目を履修した実習生は 56 名 (男









もう少し (1 点)、改善が必要 (0 点) の 3 段階とし、それぞ
れに具体的な判定基準を設けた。 
統計解析には GNU R (https://www.r-project.org) を用





は教員間で有意な差があり (4-way ANOVA, p = 3.94 × 10-
8)、教員 A、B、C、D の順に評点が高かった (repeated 
measures 3-way ANOVA, A-B, A-C, A-D の全てで p < 
0.001, C-D: p = 0.0192, post hoc t-test, with Shaffer's 
Modified Sequentially Rejective Bonferroni Procedure)。
一方教員と実習生の交互作用は有意に働いていなかった




当の方が有意に高い評点をつけていた (1.94 点 vs  1.81 点、
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